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　令和４年度の一般会計と５つの特別会計および企業会計（水道事業、下水道事業）の各決算が令和５年9月

議会で認定されました。

　令和４年度決算は歳入歳出ともに前年度より減額となっています。歳入では町税が前年比で4.2%増加し

ましたが、地方譲与税、交付金、地方交付税が5.4%、国・県支出金が17.3％減少し、歳入総額68億9,200

万円で前年比6.0％の減少となりました。歳出では、丹荘保育所建設事業や子育て世帯への臨時特別給付金

事業が減少したこと等により、歳出総額64億6,390万円で前年比６．１％の減少となりました。

　また、各特別会計および企業会計については8ページをご覧ください。

歳入：68億9,200万円 歳出：64億6,390万円

令和4年度　神川町　決算のあらまし
問合せ　総合政策課　財政管理担当　☎０４９５-７７-0701　FAX０４９５-７７-3915

一般会計　歳入歳出　内訳

歳入

68億

9,200万円

繰越金　

4億4,869万円

（6％）

町税

18億6,297万円

（27％）

地方譲与税、交付金、地方交付税

25億9,243万円（３8％）

①分担金・負担金、使用料・手数料、 財産収入、寄附金、諸収入

　 1億８,633万円（３％）

②繰入金　3億3,299万円（5％）

③町債　2億9,360万円（4％）

①

②

③

国・県支出金

１1億7,499万円

（１7％）

【凡例】　名称、予算額、（）内は構成比

項目 金額 対前年増減率

町税 １８億６，２９７万円 ４．２％

分担金・負担金、

使用料・手数料、

財産収入、寄附金、

諸収入

１億８，６３３万円 △１．９％

繰入金 ３億３，２９９万円 １９３．５％

繰越金 ４億４，８６９万円 ３５．９％

地方譲与税､交付金､

地方交付税
２５億９，２４３万円 △５．４％

国・県支出金 １１億７，４９９万円 △１７．３％

町債 ２億９，３６０万円 △６１．０％

合計 ６８億９，２００万円 △６．０％

項目 金額 対前年増減率

人件費 １２億７，２２０万円 ２．０％

扶助費 ６億２，５９９万円 △２２．５％

公債費 ７億５，６４２万円 △２３．３％

物件費、補助費 ２０億０，４４６万円 ２４．８％

繰出金 ５億０，０，１６７１６７万円 △１６．７％

投資および出資金、

貸付金
９６万円 ０．０％

積立金 ３億４，１５２万円 ３８．２％

維持補修費、

普通建設事業費、

災害復旧事業費

９億６，０６８万円 △３０．８％

合計 ６４億６，３９０万円 △６．１％

④積立金　３億4,152万円（5％）

※なお、「投資及び出資金、貸付金（96万円）」については、全体に対す

　 る割合がとても小さいため、グラフに含めていません。

④

維持補修費、普通建設事業費、

災害復旧事業費

9億6,068万円（15％）
人件費

12億7,220万円（19％）

扶助費

6億2,599万円（10％）

公債費

7億5,642万円

（12％）物件費、補助費

20億446万円（31％）

繰出金

5億167万円（8％）

歳出

64億

6,390万円

インフルエンザの流行に向けて

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年約1千万人、約10人に１人が感染しています。 インフル

エンザは流行性があり、いったん流行が始まると短期間に多くの人へ感染が拡がります。

問合せ　保健センター　☎０４９５-７７-４０４１　FAX ０４９５-７７-０５５０

①６５歳以上の方（期間　１０月１日～令和６年２月２９日）

委託した契約医療機関で自己負担１，０００円で接種できます。 詳しくは通知をご確認ください。

②６０歳～６４歳の方（期間　１０月１日～令和６年２月２９日）

「心臓、腎臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害認定をされた方」で身体障害者手

帳１級の方（同程度の方含む）は、委託した契約医療機関で自己負担１，０００円で接種できます。 該当の方は

保健センターまでご連絡ください。

③中学校３年生の方（期間　１０月１日～令和６年１月３１日）

２，０００円を上限に接種費用を助成します。 通知をご確認ください。

【インフルエンザ予防接種と他の予防接種の接種間隔】

新型コロナウイルスワクチン予防接種をはじめ、全ての予防接種において、

間隔を開けずに接種することができます。 医師が認めた場合は同時接種も

可能です。

　インフルエンザの予防には 『①感染経路を断つこと』 『②免疫力を高めること』 『③予防接種を受けること』

が大切です。

【①感染経路を断つ （飛沫感染・接触感染を防ぐ）】

帰宅時や調理の前後、食事前など、こまめな手洗いを心掛けましょう。 アルコールを含んだ消毒液で手を消

毒するのも効果的です。

【②免疫力を高める】

免疫力が低下していると、インフルエンザに感染しやすくなります。 また、感染したときに症状が重くなってし

まうおそれがあります。 ふだんから十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めておきましょう。

【③予防接種を受ける】

予防接種は、発症する可能性を減らし、またもし発症しても重症化を防ぎます。 予防接種を受けてからイ

ンフルエンザに対する抵抗力がつくまでに２週間程度かかり、その効果が十分に持続する期間は約５か月間

とされています。 冬のインフルエンザが流行する前までに接種を受けておくことをおすすめします。

インフルエンザの予防

新型コロナウイルスワクチン予防接種 （令和5年秋接種）

　９月２０日より、「XBB対応ワクチン」による予防接種（公費）が始まりました。 接種券は、順次送付しています。

なお、接種は予約制となりますのでご了承ください。

接種対象　生後６か月以上の方

接種期間　令和６年３月３１日まで

インフルエンザ予防接種に対する町の助成対象者


